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チューター実践案 

⼿
順 

作業 狙い 

①
対
⾯ 

留学⽣と 

対⾯し、 

時計を置

きます。 

対⾯と時計により･･･ 

・早いレスによる作業量の圧縮。 

・深読みによるオーサーシップ侵害予

防。 

・対⾯外作業の禁⽌により 

 オーバーワークの予防。 

 

②
依
頼
書
の
提
出 

依頼書の 

提出・確

認。 

依頼書を確認することで･･･ 

・ニーズ/希望作業時間の厳守。 

・オーバーワーク/オーサーシップの侵害

の原因となるお節介の予防
、、、、、、

。 

・留学⽣による時間配分の最適化。 

③
依
頼
書
の
確
認 

⾻⼦・要
旨 の 確
認 

要旨・⾻⼦を把握します。 
これで語彙選択、添削など助⾔の 
⽅針を⽴てます（スキーマの構築）。 
 

④
時
間
計
測 

作業時間

の概算 

2000 字あたりにかかる助⾔時間を計測します。 

これにより添削や助⾔にかかる時間の⽬安を⽴てます。 

そうすることで、助⾔・添削の質が決定されます。 

＊留学⽣には待機してもらっています 

⑤
助
⾔
の
実
施 

メリハリ

をつけた

助⾔。 

・修正例を提⽰しないことで、作業量の圧縮＋⾃⽴⽀援へ。 

  例：SV のねじれ、コロケーションの誤り等は指摘のみ。 

・意味不明な部分は⽬の前にいる留学⽣に聞きます。 

  ∵深読みによりオーサーシップを害する危険性。 

・エラーログを作り、同じ間違いを犯す可能性を減少させます。   


